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1. はじめに 
新型コロナウイルス感染症拡大をきっかけと

して英語教育現場においてもオンライン化がす

すめられている.しかし,オンライン上で学生た

ちが独立してモチベーションを維持,向上させる

ことは非常に難しく,いかにして学習を習慣化さ

せるかが大きな課題となっている. 

そして近年,ウェアラブルデバイスやスマート

フォンの普及によって誰でも簡単に自らの行動

の履歴であるライフログデータを記録,蓄積でき

る環境が整ってきた.それらのデータはデータの

持ち主が行動反省を行うためにも利用できるが,

それらを他者と共有することで集団として行動

を改善する可能性も存在する. 

西山らはゲーミフィケーションの要素である

「競争」と協力を組み合わせた 6つの行動変容促

進モデルを提案し,野球部と研究室という既存の

集団であるチームを対象として「腹筋運動の増

進」をテーマに集団全体の行動変容を促進でき

る行動変容促進モデルを提案した[1]. 

西山らが扱ったチームとは,「ある目標を共有

し全員が努力を求められる集団」であり,集団内

には「先輩と後輩」や「監督と選手」などの既

存の人間関係が存在する.一方で英語教育現場で

は「クラス」を単位とした集団で実施されるこ

とが多い.クラスをベースにした英語教育現場で

は,個人の成果がクラス内の他メンバに影響する

ことは少なく,またオンライン化が進められた学

習環境ではチームと同様の強固な人間関係が形

成されにくい.しかし,クラスの中には必ず人間

関係が存在し,互いの学習成果に相互作用はなく

ともそれぞれが英語を学習するという目的を共

有する集団であるといえる.つまり,クラスとい

う集団はチームでもなければ,見ず知らずの集団

でもないということである.そのため,西山らが

提案した行動変容促進モデルはオンライン化さ

れた英語教育現場には適用できない可能性が存

在すると考えられる. 

 本研究は,英文多読による英語学習に注目す

る.西山らが提案した 6 通りの行動変容促進モデ

ルのうち 3つのモデルを取り入れた読書量記録ア

プリケーションを実装し,英語学習者で構成され

るクラスにおいて,互いの学習データを共有する

ことが学習者の行動の継続と改善に有効である

かについて検証する. 

 

2. 行動変容促進モデル 
本研究では,西山らが提案した「競争」と「協

力」を用いた 6 つの行動変容促進モデル[1]のう

ち,以下の 3つを取り上げる. 

1. Individual Model (IND) 

自身の目標達成を目的とし,自身の活動量の

みが可視化される.チームの概念を取り入れ

てないモデルである. 

2. Internal Competition Model(iCP) 

チームの活動量に対する各メンバの貢献度

を共有するモデル.個人の活動量をメンバ同

士で確認することができるため,IND に比べ

て活動量は増加するが,プレッシャーを感じ

やすいと考えられる. 

3. Internal Collaboration External 

Competition Model(iCL-eCP) 

自チームの合計活動量と他チームの合計活

動量との競争を行うモデル.この際,個人の

貢献度は他者に表示されないことから,チー

ム間の競争よりも他チームとの競争とチー

ム内での協力が意識されると考えられる. 

本研究では英文多読に注目することから,学習

者が読んだ英文の読書量を「活動量」とし,読書

量を可視化することとする.またチームではな

く,クラスの活動量とする.IND は「競争」と「協

力」の要素を含まないモデルであり,iCP は「競

争」のみを含み,iCL-eCP は両方を用いるモデル

である.そこで,要素ごとの評価を行いやすいた

めに本研究ではまず 3つを採用した. 

 

3. 実験 
本実験は英語学習者で構成される集団であるク

ラスにおいて,3 つの行動変容促進モデルが有効

であるかを検証することを目的とする.実際の英

語教育現場で用いられている Xreading[2]を利用

した「英文多読」による英語学習を想定す
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る.Xreading はオンラインバーチャルライブラリ

であり,英語書籍の提供と読書量の管理ができ

る.一つの本について読書が完了した後にクイズ

に正解する必要があり,学習者が正確に読書する

ことが出来ていたかを確認することができる. 

 

3.1 読書量記録アプリケーション 
本実験では,英語学習に用いた Xreading での読

書量の記録,確認をするためのスマートフォン用

アプリケーションを開発し利用した.このアプリ

ケーションには,実験期間の読書量を入力し記録

する機能,行動変容促進モデルに基づくグラフ表

示機能を実装した.モデル毎の表示例を図 1 に示

す. 

 

3.2 実験手順 
青山学院大学社会情報学部に属する学生 11人に

英語学習意欲に関するアンケートを実施し,意欲

が高い 9 人を実験参加者とした.実験参加者は学

部の英語クラスを受講した経験を持っており,同

じクラスに属するメンバであると仮定した.実験

期間は 2 週間とし,第 1 週は 9 人全員に IND モデ

ルを表示するアプリケーションを利用させた.第

2週は実験参加者を A〜Cの 3人ずつのグループに

分け,グループ A は iCP モデルを,グループ B と C

は iCL-eCPモデルをそれぞれ表示するアプリケー

ションを利用させた.このとき,実験参加者の参

加者リストを開示し,誰がどのグループに属する

かが分かるようにした.実験参加者には,英語学

習のために「英文多読を行おう」というテーマ

を与えると共に,行動変容促進モデルの効果を正

確に測定するために以下の二つのルールを課し

た. 

1 1 日に 1 度はアプリケーションにログイン

し,読書量を入力すること 

2 アプリケーション以外で被験者同士の実験

に関する情報を交換しないこと 

 実験終了後に以下のアンケートを実施した.1

〜3 までのアンケートは 5 段階のリカート尺度を

採用した.アンケートを行う理由は他者との読書

量の比較によって学生にプレッシャーがかかる

ことが予想され,それが読書量の変化にどのよう

な影響を与えるかを分析するためである. 

1. 2 周目のアプリケーションでの読書量の共有

についてどの様に感じましたか？ 

2. Xreading をこれからも使用する場合,本シス

テムを続けて利用したいと思いますか？ 

3. 他のメンバーからのプレッシャーを感じた

と思いますか？ 

4. 印象に残ったエピソードを自由に記述して

ください. 

 

3.3 分析方法 
クラスの行動変容促進を有効に行えるものであ

るかを評価するために被験者のモデルごとの総

合読書量,読書量の推移,そしてアンケート結果

を総合的に分析する. 

 

4. まとめ 
新型コロナウイルス感染拡大の影響でオンライ

ン授業の需要が高まっている中,学生のモチベー

ションを維持し,学習を習慣化させることが大き

な課題となっている.そこで,本研究は集団を用

いた行動変容に注目した.しかし,実際の英語教

育現場のクラスという集団に対して既存の行動

変容促進モデルが有効であるかは不明である.そ

こで,本研究は英語学習者で構成される集団に 3

つの行動変容促進モデルを実装した読書量記録

アプリケーションを利用することで現代の英語

教育現場においても有効な行動変容促進手法で

あるかを分析,調査する. 
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図 1 各モデルのグラフ表示例 

青：自分が読んだ文字数 
青：Aさんが読んだ文字数 

赤：Bさんが読んだ文字数 

緑：Cさんが読んだ文字数 

青：あなたが読んだ文字数 

赤：Bチームが読んだ文字数 

緑：Cチームが読んだ文字数 

白：あなたのチームの目標文字数 
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